
委員会の構成
委員会名 所　管　事　項 所　属　議　員

常
任
委
員
会

政 策 総 務 財政・市税などに関すること
（例）市税条例改正の審議

◎坂本　晃　○川﨑葉子
　�岡田恒雄、中野　昭、織田京子、矢部一夫、
金澤孝太郎

文 教 福 祉 福祉・教育などに関すること
（例）こども医療費、小中学校に係る事業の審議

◎中島　清　○坂本国広
　�菅野博子、加藤久子、野本恵司、潮田幸子、
頓所澄江

まちづくり
建設・土木・公園・上下水道などに関する
こと
（例）市道の路線の認定・廃止などに関する審議

◎谷口達郎　○橋本　稔
　阿部愼也、田中克美、秋谷　修、加藤　孝

市 民 環 境
自治会、商工業・農業の振興、ゴミの減量・
リサイクルなどに関すること
（例）自治基本条例、住民投票条例などに関する審議

◎並木正年　○金子雄一
　長嶋元種、羽鳥　健、大塚佳之
福田　悟

議会運営委員会 議会の運営に関すること
（例）議会日程・議案・請願の調整

◎潮田幸子　○並木正年
　�中野　昭、田中克美、織田京子、大塚佳之、
中島　清、福田　悟、頓所澄江

常 任 委 員 会：�鴻巣市議会には、市役所の業務や部門等に対応して４つの委員会があり、委員の任期は、
　　　　　　　　�条例により２年と定められています。本会議で提出された議案や請願を部門別に詳しく

審査するため、議長は所管の委員会に付託をします。この付託された議案などを所管す
る各委員会で詳細な審議を行います。

議会運営委員会：�本会議が円滑に、かつ効率的に進行するために、議会運営に関する重要な事項を協議・
　　　　　　　　�調整するとともに、議案・請願などの取り扱いを審査する委員会です。任期は２年と定

められています。

　 ３０年表彰　　岡田　恒雄 議員
　　１０年表彰　　加藤　久子 議員　　　谷口　達郎 議員　　　阿部　愼也 議員　　　田中　克美 議員
　　　　　　　中島　　清 議員　　　矢部　一夫 議員　　　秋谷　　修 議員

　市議会議員として永年にわたり地方自治の発展に寄与された功績をたたえ、全国
市議会議長会及び埼玉県市議会議長会より、８名の議員が表彰されました。

◎委員長　　○副委員長
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永年勤続議員の表彰

議会・委員会の構成
　

５
月
15
日
の
臨
時
会
に
お
い

て
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

公
正
な
議
会
運
営
と
、さ
ら
な
る

市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
そ

の
職
責
を
し
っ
か
り
と
果
た
せ
る

よ
う
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
議
会
の
映
像
配
信
を
予
定
し

て
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
市
議
会
の
内
容
が
ご
理
解

頂
け
る
よ
う
に
、
よ
り
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
　
　
長
　
秋
谷
　
　
修

　
副
議
長
　
金
澤
孝
太
郎

　
監
査
委
員
　
野
本
　
恵
司

新
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

さ
ら
に
開
か
れ
た

　
 

議
会
を
目
指
し
て



3

　平成２５年第１回臨時会および₆月定例会が開催されました。
　平成２５年度一般会計補正予算をはじめ、条例の制定や一部改正、意見書の提出などについて慎重に審
議を行いました。ここでは、主な質疑についてご紹介します。

大
間
に
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置

問  

事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答  

平
成
２６
年
４
月
１
日
よ
り
児
童
発
達

支
援
事
業
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
２
事
業
を
実
施
。
運
営
は
指
定
管

理
者
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問  

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利

用
料
金
の
自
己
負
担
分
は
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
。

答  
利
用
料
金
の
自
己
負
担
分
は
１
割
負

担
と
な
り
ま
す
が
、
自
己
負
担
額
に
は
上

審議議案
こどもデイサービスセンター条例
住 民 投 票 条 例を制定

限
が
あ
り
、
生
活
保
護
世
帯
及
び
非
課
税

世
帯
は
０
円
で
、
市
民
税
所
得
割
が
28
万

円
未
満
は
月
額
４
６
０
０
円
、
28
万
円
以

上
の
場
合
は
月
額
３
７
２
０
０
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。

住
民
投
票
条
例

問  

住
民
投
票
が
成
立
し
な
か
っ
た
場

合
、
再
発
議
は
ど
の
よ
う
か
。

答  

住
民
投
票
は
投
票
し
た
者
の
総
数
が

住
民
投
票
の
投
票
資
格
者
の
二
分
の
一
に

満
た
な
い
場
合
は
開
票
・
そ
の
他
の
作
業

は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
投
票
は
重

大
な
施
策
を
市
民
に
決
め
て
も
ら
う
事
案

で
す
。
そ
の
結
果
が
告
示
さ
れ
た
期
日
の

翌
日
か
ら
二
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間

は
同
旨
の
事
案
は
請
求
・
発
議
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問  

何
故
、
投
票
資
格
者
を
18
歳
か
ら
に

し
な
か
っ
た
の
か
。

答  

将
来
の
鴻
巣
市
を
左
右
す
る
大
き
な

事
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
投
票
資
格
者
を

選
挙
制
度
と
異
な
る
18
歳
以
上
に
し
た
場

合
は
、
市
長
選
挙
や
市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
結
果
に
相
違
が
生
じ
る
こ
と
も
想
定

で
き
ま
す
。
住
民
投
票
の
信
頼
性
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
現
行
の
選
挙
制
度
と
同
様

と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

こどもデイサービスセンター
種　類 内　　　容 対　　　象　　　者

児童発達支援

日常生活における基本的な動作の指
導、知識技能の付与、集団生活の適
応訓練、その他必要な支援を行う。
(親子教室、ポーテージ、言語療法、
運動療法、音楽療法)

療育の必要があると認めら
れた未就学児及びその保護
者

次の３つのいずれにも該当し、事前に利用の
許可を得た方

①障害児通所給付費等の支給決定を受けた方

②日常生活における指導及び適応訓練を受け
ることが可能と認められた方

③障害の特性により、本人及び他の利用者へ
の支障がないと認められた方

放課後等
デイサービス

生活能力向上のために必要な指導・
訓練及び社会との交流の促進その他
必要な支援を行うとともに障がい児
の放課後等の居場所づくりを行う。

小・中・高等学校に就学し
ている障がいのある児童及
びその保護者

改修工事を待つ「旧特別養護老人施設」

第１回臨時会
5/１５

６月定例会
6/ ４～6/ ２４
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図
書
館
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問  

図
書
館
を
指
定
管
理
者
が
運
営
で
き

る
条
例
に
改
正
す
る
わ
け
だ
が
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  

メ
リ
ッ
ト
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
自
主
事
業
に
よ
る
利
用
の
促
進
、開

館
日
・
開
館
時
間
の
拡
大
、専
門
性
の
高
い

職
員
の
配
置
、
運
営
経
費
の
削
減
等
で
す
。

課
題
は
協
定
期
間
満
了
後
、業
者
が
変
わ
っ

た
場
合
の
図
書
館
業
務
の
継
続
性
で
す
。

体
育
施
設
が
利
用
料
金
制
に

問  

体
育
施
設
に
お
け
る
使
用
料
金
制
か

ら
利
用
料
金
制
に
改
正
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
利
用
料
金
制

に
改
正
し
た
の
ち
に
は
、
利
用
者
増
加
に

伴
う
収
益
が
指
定
管
理
者
に
還
元
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
向
け
た
自
己
努
力
が
発
揮
さ
れ
や
す
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
利
用
者
が
多

く
収
益
を
得
や
す
い
施
設
に
管
理
が
偏
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
を
通
し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

花
か
お
り
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

問  

本
事
業
の
目
的
及
び
今
後
の
展
開

は
。

答  

鴻
巣
駅
の
周
辺
や
旧
中
山
道
の
街
路

灯
等
に
、
約
２
８
０
基
の
花
の
装
飾
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
埼
玉
県
の

補
助
金（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

補
助
金
）を
活
用
す
る
も
の
で
、
雇
用
を

増
や
す
目
的
の
も
の
で
す
が
、来
年
度
以
降

の
維
持
管
理
は
地
元
の
商
店
街
や
自
治
会

に
働
き
か
け
て
継
続
し
て
い
く
考
え
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
号
の
路
線
の

見
直
し

問  

平
成
26
年
度
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
号
の
五

ケ
年
計
画
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い

く
の
か
。

答  

フ
ラ
ワ
ー
号
の
路
線
は
地
域
公
共
交

通
会
議
で
要
望
や
意
見
な
ど
を
参
考
に
検

討
し
て
い
ま
す
。
川
里
コ
ー
ス
は
、
共

和
・
広
田
の
各
コ
ー
ス
か
ら
循
環
型
へ
、

吹
上
コ
ー
ス
は
、
循
環
型
か
ら
南
と
北

コ
ー
ス
に
分
け
延
伸
な
ど
の
準
備
も
進
め

て
い
ま
す
。

入
学
準
備
金
・
奨
学
金

制
度
の
利
用
状
況
は

問  
入
学
準
備
金
及
び
奨
学
金
貸
付
事
業

の
補
正
の
内
訳
は
。

答  
奨
学
金
に
つ
い
て
は
大
学
生
が
月
２

万
円
、
高
校
生
が
月
１
万
円
で
す
。
当
初

予
算
で
は
大
学
生
２
名
分
、
高
校
生
１
名

分
の
60
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
大
学
生
が
６
名
で
し
た
の
で
不
足
額
84

万
円
を
補
正
計
上
し
ま
し
た
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

早
期
実
施
へ

問  

移
行
の
期
間
と
効
果
は
。

答 

当
初
計
画
の
３
年
間
か
ら
２
年
間
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
交
換
し
て
い
く
も
の
で
す
。

２
年
間
で
７
６
０
０
基
を
交
換
し
て
い
き

ま
す
が
、
今
年
度
は
４
７
４
０
基
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
効
果
と
し
て
、
電
気

料
金
が
２
年
間
で
約
２
０
０
０
万
円
削
減

さ
れ
る
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

は
寿
命
も
長
い
こ
と
か
ら
修
繕
費
の
削
減

も
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
別
職
及
び
職
員
の
給
与
並

び
に
市
議
会
議
員
の
報
酬
減

額
条
例
を
可
決

　

地
方
交
付
税
削
減
に
伴
う
影
響
額
に
つ

い
て
、
職
員
の
給
与
を
減
額
し
ま
す
。

減
額
率
に
つ
い
て
は
４
・
02
％
か
ら
９
・

74
％
で
、平
均
減
額
率
は
７
・
38
％
で
す
。

　

実
施
期
間
は
平
成
25
年
7
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
６
か
月
間
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長

の
給
与
も
職
員
の
実
施
期
間
と
同
様
に
市

長
が
給
与
月
額
の
15
％
、
副
市
長
と
教
育

長
が
10
％
を
減
額
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
同
様
の

期
間
、
５
％
を
減
額
し
ま
す
。

請求又は
発議者

首長 自ら発議可能
議員 議員定数　３分の１

住民 市長及び議員の選挙権を有する者
５分の１

議決要件の必要とな
る請求又は発議者 市民、市長及び議員

投票の形式 二者択一（例外として３以上あり）
投票資格者 市長及び議員の選挙権を有する者
投票告示 ７日前
期日前投票 告示日の翌日から
成立要件（投票資格者）２分の１
開票 成立要件を満たさなければ実施しない

住民投票条例の要件

鴻巣駅東口のハンギングバスケット


